
 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 ３００３ 

令和 5年度 工業科 

 

教科 工業 科目 機械製図 単位数 ２単位 年次 1年次 

使用教科書 「機械製図」 （実教出版） 

副教材等 なし 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

 図面は、万国共通の工業上の言語であり、図面により「ものづくり」がなされています。機械

技術者になるためには、「機械製図」に関する知識・技能をじゅうぶんに習得する必要がありま

す。製図をする場合には、「正しく・明りょうに・迅速に」が大切です。1 年では「品物を正し

く」表すことに重点を置き、授業を行います。授業中の課題にしっかりと取り組みましょう。 

 

 

 

２ 学習の到達目標 

工業の見方・考え方を働かせ，実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して，工業の各分

野の製図に必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

（1）工業の各分野に関する製図について日本工業規格及び国際標準化機構規格を踏まえて理解す

るとともに，関連する技術を身に付けるようにする。 

（2）製作図や設計図に関する課題を発見し，工業に携わる者として科学的な根拠に基づき工業技

術の進展に対応し解決する力を養う。 

（3）工業の各分野における部品や製品の図面の作成及び図面から製作情報を読み取る力の向上を

目指して自ら学び，工業の発展に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。 

 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技術 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

各種機械や部品の製作に

使用される図面などの作成

に関する基礎的・基本的な

知識と技術を習得するとと

もに，各種機械や部品の製

作に使用される図面等の役

割や作図法，図面などを正

しく読み，作成できる力を

身につけている。 

各種機械や部品の製作に使

用される図面などの作成に

おける諸問題を的確に把握

（分析）し，考察を深めると

ともに，機械製図に関する知

識と技術を活用しながら表

現する力を身につけている。 

各種機械や部品の製作に使

用される図面などを作成す

ることに興味・関心をもち，

機械製図の意義や役割の理

解および諸問題の解決を目

指して，主体的に学習に取り

組もうとしている。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習

内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

  



 

※令和４年度以降入学生用 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

一
学
期 

第
１
章 

製
図
の
基
礎 

１ 機械製図と規格 

(1） 図面の役目と種類 

(2） 製図の規格 

 

a: 機械や部品の製作に使用さ

れる図面の役割について理解

している。 

b: ｢製図総則」，｢機械製図」な

どの JIS 規格の重要性につい

て理解している。 

c: 図面の役割や｢製図総則」，

｢機械製図」などの JIS 規格の

役割に興味･関心をもってい

る。 

定期考査 

確認テスト 

定期考査 

授業課題 

提出ノート 

授業課題 

授業観察 

 

2 製図用具とその使い方 

(1） 製図用具 

(2） 製図用具の使い方 

 

a: 製図用具の種類や基本的な

使い方に使い方等について理

解している。 

b: 製図用具を創意工夫（思考・

判断）し，用具の特質を生かし

た正しい使い方ができる。 

c: 製図用具に興味・関心をも

ち，意欲的に取り組んでいる。 

定期考査 

確認テスト 

定期考査 

授業課題 

提出ノート 

授業課題 

授業観察 

 

3 図面に用いる文字と線 

(1） 文字 

(2） 線 

 

a: 製図の基本である文字や線

のかき方を理解している。 

b: 創意工夫（思考・判断）し，

正確で美しい文字や線をかく

ことができる。 

c: 字や線のかき方について興

味・関心をもち，正確で美しい

文字や線が表現できるよう意

欲的に取り組んでいる。 

定期考査 

確認テスト 

定期考査 

授業課題 

提出ノート 

授業課題 

授業観察 

 

4 基礎的な図形のかき方 

(1） 基礎的な作図 

(2） 直線と円弧，円弧と

円弧のつなぎ方 

(3） 平面曲線 

a: 基礎的な図形のかき方につ

いて理解している。 

b: 基礎的な図形のかき方につ

いて創意工夫（思考・判断）し，

正確な図形をかくこと(表現）

ができる。 

c: 基礎的な図形のかき方につ

いて興味・関心をもち，正確な

図形がかけるよう意欲的に取

り組んでいる。 

定期考査 

確認テスト 

定期考査 

授業課題 

提出ノート 

授業課題 

授業観察 

 



 

※令和４年度以降入学生用 

一
学
期 

第
１
章 

製
図
の
基
礎 

5 投影図のえがき方 

(1） 投影法 

(2） 投影図のえがき方 

 

 

a: 製図の基本である投影法に

ついて理解している。理解し

ている。 

b: 創意工夫（思考・判断）し，

正確な投影図をえがくことが

できる。 

c: 投影図のえがき方について

興味・関心をもち，正確な投影

図がえがけるよう意欲的に取

り組んでいる。 

定期考査 

確認テスト 

定期考査 

授業課題 

提出ノート 

授業課題 

授業観察 

 

二
学
期 

6 立体的な図示法 

(1） 等角図のえがき方 

(2） キャビネット図 

(3） カバリエ図 

(4） テクニカルイラストレ

ーション 

a: 等角図やテクニカルイラス

トレーションなどの立体的な

図示法について理解してい

る。 

b: 創意工夫（思考・判断）し，

正確な等角図をえがくことが

できる。 

c: 立体的な図示法について興

味・関心をもち，正確な立体図

がえがけるよう意欲的に取り

組んでいる。 

定期考査 

確認テスト 

定期考査 

授業課題 

提出ノート 

授業課題 

授業観察 

 

７ 展開図 

(1） 立体の展開図 

  

a: 展開図の図示法について理

解している。 

b: 水平の角柱の展開図をえが

くことができる。 

c: 品物の各面を一平面上に広

げた展開図について興味・関

心をもち、正確な展開図がえ

がけるように意欲的に取り組

んでいる。 

定期考査 

確認テスト 

定期考査 

授業課題 

提出ノート 

授業課題 

授業観察 

 

三
学
期 

第
２
章 

製
作
図 

3 寸法記入法 

(1） 基本的な寸法記入法 

(2） いろいろな寸法記入法 

(3） 寸法記入についての 

留意事項 

 ※「p.35 課題 3」を参考に，

製作図のかき方について復

習する（まとめ学習）。 

a: 基本的な寸法記入等につい

て理解し、実践的な関連知識

や技能を身につけている。 

b:  基本的な寸法記入等につい

て理解している。適切に思考・

判断し，関連知識と技能(表

現）を製図に活用している。 

c:  基本的な寸法記入について

理解している。興味・関心をも

ち，関連知識と技能の習得に

意欲的に取り組んでいる。 

定期考査 

 

定期考査 

図面 

提出ノート 

図面 

授業観察 

 

※ 表中の観点について a:知識・技術 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         


